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〇健康寿命延伸のための「介護予防」ワーキンググループ 
 
 
１ 概要 

・介護予防の取り組みが効果的に実践できているかを多角的に評価するため、令和５年度にワー

キンググループを立ち上げた。 
・ワーキングにおいて、各委員の専門的見地による具体的な検討を行い、地域の特性に応じた取

り組みの実践に反映し、市民にフィードバックする。 
 
２ ワーキンググループ委員 

  別紙１ 
 
３ 令和６年度 実施報告 

（１） 開催日時  
令和７年２月３日 

 
（２）内容 

１）フレイル改善通所サービスの報告 

【概要】 

・本事業は、「通所型サービス・活動Ｃ」に位置づく、短期集中で取り組むサービスである。 
対象者：要支援１・２、事業対象者 

※ＭＣＩと診断された方を含む（医療機関と連携） 
内  容：利用者各自が目標を持って取り組むこととし、「元の生活を取り戻す支援」「自信を

取り戻す支援」を行う。 
利用期間：令和６年度からは原則６か月間。（令和５年度までは最長 12 ヶ月。） 

・フレイル対策の３つの柱である「栄養（食・口腔機能）」「運動」「社会参加」をバランスよ

く取り入れた週１回／90 分のプログラム。通所サービスの第 1 選択。 
・より多くの高齢者に利用いただくために、また、これまで利用につながりにくかった対象者

の利便性の向上を目的に、令和６年 10 月から実施箇所を 11 箇所から 34 か所に拡大し、参

加しやすい環境を整えた。 
・サービスを提供している事業者は、９社（フィットネス事業者：７社・デイサービス事業者：

２社）。 
 
【実績】 

・男女ともに 80～84 歳がピーク（女性は 75～79 歳の割合が高い。男性は 80 歳以上の割合

が６割）。女性は、男性の約３倍。 
・令和６年度は要支援者の割合が増加。（令和５年４月～令和６年 12 月は事業対象者が６割） 
・令和６年４月以降は利用者が減少したが、11 月頃より右肩上がりで増加。 
・新規利用者数は、195 人に増加（令和６年 12 月時点） 参考：令和５年度 178 人 
・実人数は、330 人に増加（令和 7 年 1 月時点）     参考：令和５年度 325 人 
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【効果検証】 

・フレイルの割合や主観的健康観、基本チェックリストの外出・転倒不安・うつの項目が顕

著に改善。 
・運動機能の向上を中心に介護予防に効果あり。精神面の意識の変化あり。 
［身体面］歩行能力や筋力が改善。利用者のアンケート等で、身体機能の改善の実感あり。 
［精神面］「表情が明るくなった」「知り合い・お友達が増えた」などの声あり 

 
２）70 歳フレイルチェック事業について 

【概要】 
［目的］フレイルを早期に発見し、改善につなげ、健康寿命の延伸を図る 
［対象者］当年度 70 歳の誕生日を迎える市民（令和 7 年度の対象 約 17,000 人） 

※令和 6 年度まで実施していた国保加入者（65 歳・70 歳及び同伴者）を対象とし

たフレイルチェックは廃止 
  ［案内方法］個別通知 
  ［受検場所］市内の登録薬局及び集団健診会場 
  ［実施内容］ 

・質問票：意識の変化や要介護リスク軽減などの効果検証ができるよう、質問票に後期高齢者

の質問票の一部を追加 
・保健指導対象者の基準：図参照 
・保健指導対象者（見込み数）：受検者の 25.8％を想定 
・確実にあんしんすこやかセンターに相談する仕組み（つなぐ基準の統一化）により、あんし

んすこやかセンター紹介文の導入を検討 
  ［広報］ 
   ・広報紙こうべに掲載するなど、広報啓発を充実させる。 
  ［その他］ 

・スマートこうべの「介護予防・フレイル予防応援サイト」内に、いつでも誰でもフレイルチ

ェックできる「KOBE セルフフレイルチェック～ 介護予防のための心身の元気度チェック 
～」のコンテンツを構築予定 
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３）シニアのセルフマネジメント力向上の取り組み 

   ～KOBE アクティブシニア目標シート（仮）の活用について～ 

［作成の背景］ 

・フレイルは普及したが、予防行動を行うまでには至っていない方が一定数いる 
・そのため、行動変容や自己決定のきっかけである目標シートに高齢者自身が記入し、積極的

にフレイル予防に取り組み、工夫して生活をすることで、健康寿命の延伸につなげたい 
・目標シートの活用により、セルフマネジメントを地域で定着させ、結果的には専門職のケア

プランまでは必要ないという元気な高齢者が増えることを期待したい 
 
［KOBE アクティブシニア目標シート（仮）］ 
添付参照 
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別紙１ 

健康寿命延伸のための「介護予防」ワーキンググループ 

 委員名簿  

 

座長  近藤 克則 千葉大学 予防医学センター 特任教授   

 
 大串 幹 兵庫県立リハビリテーション中央病院 院長 

 

 山田 紀子  神戸市医師会  

  三代 知史  神戸市歯科医師会 副会長  

  
越後 洋一  神戸市薬剤師会 副会長   

  
松下 清美 兵庫県看護協会 専務理事 

  
加藤 慶子 

神戸地域包括支援センター会 

（あんしんすこやかセンター） 

  
河内 清美 兵庫県栄養士会 常務理事  

  
栗原 知子 兵庫県歯科衛生士会 副会長   

  
山本 克己 神戸市リハ職種地域支援協議会 代表幹事 
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